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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度第１回所沢市産業振興ビジョン推進会議 

開 催 日 時 令和４年５月 25日（水） 10：00～12：00 

開 催 場 所 所沢商工会議所 会議室１・２ 

出 席 者 の 氏 名 

（会議に参加した委員） 

清水 豊、佐藤 護、三上 誠、佐藤 隆洋 

河藤 佳彦、大谷 聡、飯塚 清隆 

欠 席 者 の 氏 名 新井 祥穂、大木 敬治、新井 重雄、朝倉 はるみ 

説明者の職・氏名 なし 

議  題 

（１）所沢市産業振興ビジョンの進捗状況について（令和３年度

実績まとめ） 

（２）所沢市産業振興ビジョンの改定について 

（３）その他 

会 議 資 料 

資料１－１：所沢市産業振興ビジョン推進会議条例 

資料１－２：所沢市産業振興ビジョン推進会議 委員名簿 

資料１－３：令和３年度所沢市産業振興ビジョン推進会議報告書 

資料１－４：新型コロナウイルス感染症対策に資する令和３年度

産業振興施策一覧（元気回復プロジェクト等） 

資料１－５：所沢市産業振興ビジョン改定の方向性 

担 当 部 課 名 

産業経済部  部長  鈴木  明彦  

産業経済部  次長  青木  一圭  

産業経済部  産業振興課  課長  森田  茂明  

主査  安齊  克徳  

主査  向井  達哉  

主査  前川  浩二  

主任  森田  康隆  

産業経済部  商業観光課  課長  築地  将司  

            副主幹  堤  健太郎  

産業経済部  農業振興課  課長  大舘  寿貴  

（㈱地域計画建築研究所  貴船  律子、﨑田  佳子）  

 

事務局 産業経済部 産業振興課 電話 04-2998-9157 
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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

産業振興課長 

 

産業経済部長 

 

産業経済部長 

 

各委員 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

産業経済部長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

産業経済部長 

 

 

全委員 

 

会長 

 

副会長 

 

 

産業振興課長 

開会 

 

あいさつ 

 

委嘱状の交付 

 

自己紹介 

 

自己紹介 

 

所沢市産業振興ビジョン本編及び資料１－３に基づき、所沢市産業振

興ビジョン推進会議の設置目的及び役割について説明。 

 

会長・副会長選出（産業経済部長が仮議長となる） 

自薦他薦等あればお願いしたい。 

 

事務局案があればお聞きしたい。 

 

本年度は所沢市産業振興ビジョンの改定年であることから、昨年度

に引き続き会長には知識経験を有するものとして河藤委員、副会長に

は産業関係団体の代表者として三上委員が適任であると考えている。 

 

事務局から、会長に河藤委員、副会長に三上委員との提案があった

が、いかがか。 

 

了承 

 

あいさつ 

 

あいさつ 

 

会議の公開・非公開の取扱い 

 これからの進行については、本推進会議条例第５条の規定により、
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

全委員 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長に議長をお願いする。 

 なお、議事に入る前に、本推進会議における会議の公開及び議事録

の作成の取扱いに関して、確認をお願いしたい。 

 

 それでは、事務局より本推進会議における会議の公開及び議事録の

作成の取扱いについて事務局案の説明をお願いしたい。 

 

事務局案としては、会議録の記載は全録方式、発言者は単に「委員」

として個人名を表記しない方法にしたいと考えている。 

なお、議事録については、今後、会議資料となるとともに、公文書

公開の対象文書となる。 

議事録は、各委員に確認の上、会長の承認をもって確定とさせてい

ただきたいと考えている。 

 

会議の公開・非公開について、会議の原則公開に従い、本推進会議

は「公開」とし、審議の過程で、公開することにより、著しい支障が

生じることが想定される場合には、改めて皆様にお諮りする。 

 議事録の作成について、会議録の記載は「要約方式」、発言者は「委

員」とし、議事録の確定は各委員に確認の上、会長の承認をもって確

定とすることでよろしいか。 

 

了承 

 

 それでは、議事を進める。本日、傍聴希望者はいるか。 

 

 いない。 

 

議事（１）所沢市産業振興ビジョンの進捗状況について（令和３年度

実績まとめ） 

 

議事（１） 所沢市産業振興ビジョンの進捗状況（令和３年度実績ま

とめ）について、事務局より説明いただきたい。 

 

資料１－３及び資料１－４に基づき、所沢市産業振興ビジョンの進

捗状況（令和３年度実績まとめ）について説明。また、欠席委員の意

見として、先導プロジェクトＤにおける重点事業②「新規就農円滑
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会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

化推進事業」に関する意見があったことから、その点についても説

明。 

 

 所沢市産業振興ビジョンの進捗状況について、委員より質疑や意見

を求めたい。 

 

資料１－３について、質問と意見がある。 

①先導プロジェクトＡの重点事業１「企業誘致活動推進事業」に

ついて、令和４年度予算額規模の拡大理由について確認したい。 

②先導プロジェクトＢの重点事業２「地域産業牽引事業者支援事

業」について、新型コロナウイルス感染症の影響で難しい状況では

あるが、事業者へのヒアリングで課題解決策を検討・提案するプッ

シュ型支援の体制を構築することは重要である。今年度も継続し、

後期アクションプランにも盛り込むことが重要と考える。 

③先導プロジェクトＣの重点事業１「所沢市観光情報・物産館」

整備事業（ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＦＯＲＥＳＴ構想事業）」及び５

「インバウンド戦略推進事業（ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＦＯＲＥＳＴ

構想事業）」について、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り、昨年度の来場者数は非常に減少した。一方で、重点事業５の

Twitterフォロワー数等の合計をみると、海外からの注目度が高い。

引き続き、ＳＮＳ等で情報発信する工夫や検討を進めていただきた

い。 

④所沢市地域経済動向調査報告書２頁によると、事業継続計画

（ＢＣＰ）を策定済みの企業が 9.3％と少ない。経済産業省では事

業継続力強化計画認定制度を設けており、認定されると税制優遇等

の支援を受けることができる。このようなメリットを活用しつつ、

自社の災害に対する計画・体制の見直しを行うことができるよう、

市内事業者の取り組みを行政が後押しするとよい。 

また、報告書 16頁によると、デジタル化、ＩＴ化に対する取り組

み状況について、「関心はあるが、取り組んでいない」が最も高く、

取組む際の課題については、「詳しい人材がいない」が最も高い。

関東経済産業局ではデジタル化の支援に取組んでいる。後期アクシ

ョンプランを検討する際に参考にしていただきたい。 

 

質問①について、企業立地等奨励金は、製造業や情報通信業等の

都市型産業を市内に誘致するため、市内に工場を立地した場合、固
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事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

定資産税相当額を３年間交付するものである。令和３年度の実績は

６件だが、大きな企業が市内に立地したため、予算額が拡大した。 

 

意見④について、今年度、商工会議所と共同で事業継続力強化支

援計画を策定し、市内事業者が事業継続計画（ＢＣＰ）を策定する

際の支援の方向性や重要性の周知を図る。 

また、デジタル化、ＩＴ化については、実態を踏まえて、後期ア

クションプランではデジタル化等の重要性を位置づけたい。国の制

度の活用も積極的に進めたいと考えている。 

 

③先導プロジェクトＣにおけるＳＮＳ等の活用については、受け

取る世代が重要であるため、ターゲットを考えて適切に進めてい

く。 

②先導プロジェクトＢの重点事業２については、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で訪問が難しい状況の中、昨年度は工夫をして、

「所沢の工業製品展示」を市民ホールで実施した。参加企業は９社

で、市民には好評であった。今後も柔軟にできることを進めていく。 

 

先導プロジェクトＢの重点事業３「認定農業者等経営改善推進事

業」について、各行政によって認定農業者の基準が違う。所沢市は

所得の目標が 560万円以上でよいか。 

 

そのとおりです。 

 

目標金額の変更の可能性や、柔軟に対応する考えはあるか。 

 

560 万円はあくまでも目標値と捉えている。省力化を目指す資材

の購入費を支援する制度等を活用しながら、期間である５年間で目

標値の達成を目指して欲しいと考えている。 

 

人・農地プランを策定している地区はあるか。 

 

11地区が人・農地プランを策定済みである。 

 

先導プロジェクトＣの重点事業４「体験農場利用者ステップアッ

プ事業」について、体験農場の１区画あたりの面積を教えていただ
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事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

きたい。また、今後の体験農場の区画数の予定を教えていただきた

い。大きな問題となっている遊休農地、耕作放棄地を体験農場に利

用する考えはあるか。 

 

１区画当たりの面積について、20 ㎡と 40 ㎡の区画があり、割合

は概ね９：１である。市内体験農場の数については、令和２年度に

７農場から９農場に増やした。体験農場は利用者から好評を得てい

るので、今後も継続していきたい。 

 

所沢市には狭山茶をはじめとした様々な特産品がある。首都圏農

業として狭山茶のブランド化に力を入れて欲しい。 

 

議事（２）所沢市産業振興ビジョンの改定について 

 

議事（２）所沢市産業振興ビジョンの改定について、事務局より説

明いただきたい。 

 

資料１－５に基づき、所沢市産業振興ビジョンの改定について説明。 

 

委員が素案を確認できるのはいつ頃になるのか、見込みがあれば

教えていただきたい。 

 

委員意見、所沢市地域経済動向調査の分析、市内産業関連団体及

び個別企業へのヒアリング等を踏まえて素案を作成し、８月末に開

催予定である第２回所沢市産業振興ビジョン推進会議で示せるよ

うスケジューリングしている。 

 

本日は、所沢市産業振興ビジョン全体の基本的な方針を踏まえて、

委員より自由な意見を求めたい。 

 

ＤＸ化とＩＴ化の違いを理解し、整理して所沢市産業振興ビジョ

ンの改定を進めていただきたい。 

また、リカレント教育やリスキリングを用いた新しい育成・教育

方法が出てきている。人材教育について具体的な方法を議論した

い。 

農業については、所沢市地域経済動向調査報告書によると「経営
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委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

耕作地面積を拡大したい」や「農業後継者はいない」等の意見があ

る。今後は、後継者問題等に加えて、自給率を上げることも視野に

入れて議論を進めてもよいのではないか。 

 

農商工が連携した 24次産業の強化を掲げていただきたい。 

 

ＤＸ化は手段であって目的ではない。市として何を達成したいの

か、所沢市ＤＸ推進基本方針と融合した形で具体的な目標の落とし

込みが重要である。また、行政では取り組みによっては法律や規定

の改定が必要になる場合があるため、規模やスピード感が変わって

くる。世の中の動向も含めて、臨機応変に具体的な取り組みをして

いただきたい。 

デジタルの社会であっても、農業と人の接点を増やすことで魅力

あるまちづくりを目指す方向性に共感する。 

 

資料１－５産業振興ビジョン改定に関する委員からの主な意見

の 18番は、昨年度の推進会議で出した意見である。「デジタル対応

の深化」「イノベーションの創出」「地域課題解決の取組」等を盛

り込んでいただきたいと考えている。 

また、昨年６月、経済産業省地域経済グループの「スマートかつ

強靱な地域経済社会の実現に向けた研究会」では、「デジタル」「イ

ノベーション」「持続可能性」「人材活躍」の４つの柱が今後の地

域経済の方向性として重要であると報告書を取りまとめた。後期ア

クションプランを策定する際には、参考にしていただきたい。 

 

６月以降に行われる市内産業関連団体及び個別企業へのヒアリ

ングでは、ウィズコロナ時代における皆の意見を聴取していただ

き、所沢市産業振興ビジョン改定に反映していただきたい。 

所沢市産業振興ビジョン改定の進め方について、所沢市産業振興

ビジョン 71 頁の参考資料によると、策定時には条例により産業振

興ビジョン策定委員会を設置し、諮問・答申を行っているが、改定

は産業振興ビジョン推進会議の意見を踏まえて行うという認識で

よろしいか。 

 

事務局から説明をお願いしたい。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

今回の改定は、10年計画の内の前期アクションプラン終了に伴う

後期アクションプラン策定である。基本理念、基本方針等の変更は

予定していない。しかしながら、新型コロナウイルス感染症等によ

る社会情勢の変化などに対応した計画にする必要があるため、所沢

市産業振興ビジョンの進捗管理を行っている推進会議で意見を求

めながら改定していきたい。 

 

世界情勢も含めて経済のスピードが早い中で、市の方向性として

「ゼロカーボンシティ」「人を中心にしたマチづくり」を掲げれば、

市民は心や時間のゆとり等からやりがい、価値観、居場所を見つけ

られるようになるだろう。産業振興ビジョンが、100 年後に素晴ら

しい市になっている布石になればよいと思う。 

国際化が進んでいる企業ではＬＣ決済が浸透しているが、古くか

らの商習慣である約束手形で取引を行っている中小企業は多く、日

本企業の脆弱な部分である。2026年の廃止に向けて議論が始まって

いる。事業者が資金繰りの心配をせずに安心して事業を行える市を

目指していただきたい。 

 

国の制度に関わることだが、慣習的な商取引をデジタル技術によ

り合理化していくことは重要であり、今後の議論のポイントであ

る。 

市が掲げている方向性「ゼロカーボンシティ」「人を中心にした

マチづくり」を産業振興の視点から議論することが重要であり、共

通価値の創造という観点から、経済的な活動が社会課題の解決につ

ながるという視点が有効であると考える。 

また、働き方改革など、新型コロナウイルス感染症の影響で加速

化している価値観の変化に対応することが、新しい時代に対応する

ことになるのだと思う。 

本日の委員意見と所沢市地域経済動向調査結果を事務局がどの

ように受け止めたのか、次回の推進会議では素案で示していただ

き、議論を行いたい。 

 

追加で調査を行うならば、所沢市の一人当たりの生産性について

分析していただきたい。 

上海のロックダウンの影響で、工業の国内回帰が起きていること

は朗報である。 
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会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

農業について、食料自給率の向上につながる取組を後期アクショ

ンプランに盛り込んでいただきたい。 

 

議事（３）その他 

 

議事（３） その他 について、事務局からお願いしたい。 

 

 次回の推進会議について、現時点では８月下旬の開催を予定して

いる。近日中に日程調整の連絡をさせていただく。 

 

閉会 

 

以上 

 


